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ホテルニューオータニ（紀尾井町）「グローバル・ヘルス・フォーラム2011」プログラム

2000年に採択された国連ミレニアム宣言に基づき、世界共通の枠組みとしてまとめられたミレニアム開発目
標（MDGs: Millennium Development Goals)の目標となる2015年まであと4年となりました。MDGsが掲げ
る８つの目標うち、３つが国際保健課題に該当し、2015年の目標の達成に向けて、グローバル・ヘルス分野
における更なる取組みが欠かせません。厳しい経済状況下、多くのドナー国のODA拠出額が伸び悩む中、
MDGsの達成、そしてポストMDGsを視野に入れた、官民の意思決定者への働きかけ、またそれを支える市
民の理解や協力が欠かせないものとなっています。

2000年のG8九州沖縄サミットで日本が感染症対策を主要課題としたことが世界基金設立につながるなど、
日本はこれまでG8加盟国の一つとして国際保健分野でイニシアチブを発揮してきました。しかし、限りある財
源で、今後も、継続的にグローバル・ヘルス分野で貢献するためには、これまでの官民の取組みを強化する
とともに、若手の人材養成を通じた人的貢献や、革新的資金メカニズムなど新たな手法の開発が求められて
います。

本セッションでは、官民による日本のグローバル・ヘルス分野における取組みを総括し、海外パネリストによ
り継続的な資金拠出に向けた革新的資金調達メカニズムの可能性について発表の後、MDGsそしてポスト
MDGsに向けてどのような取組みが必要か、議論いたします。

テーマ：The MDGs and Beyond

■日時 2011年2月25日（金）16時00分～19時30分

■場所 ホテルニューオータニ（紀尾井町）
おり鶴 悠の間 / 翔の間（レセプション） ザ・メイン アーケード階

■共催
特定非営利活動法人 日本医療政策機構、UNITAID、東京大学「グローバルヘルス政策人材養成講座」



時間

16:00- 16:10 【開会の辞】

・黒川 清（特定非営利活動法人日本医療政策機構代表理事）

16:10- 16:30 【基調講演】

・フィリップ・ドスト＝ブラジ（革新的資金調達に関する国連事務総長特別顧問、 UNITAID理事長、
元フランス外務大臣）

16:30- 18:10 【パネル・ディスカッション】

“グローバル・ヘルス課題解決に向けて、日本はどのような貢献ができるか
～MDGs、ポストMDGsに向けて～”

・道傳 愛子（日本放送協会解説委員）（モデレーター）

・イ・ウンジョ （大韓民国外交通商部 開発協力局 人道支援課 二等書記官）

・渋谷 健司（東京大学大学院医学系研究科国際保健政策学教室教授）

・ブライアン・ティスドール（GAVIアライアンスプログラムファンディングチーム ドナー調整
シニアマネジャー）

・クリスティーナ・パーソンズ・ペレス（米国がん協会（ACS）国連関連業務主席代表）

・麦谷 眞里 （厚生労働省大臣官房審議官（国際保健担当））

・J・スティーヴ・モリソン（米戦略国際問題研究所（CSIS）副所長/ グローバル・ヘルス・ポリシー・
センター長）

・米倉 弘昌（住友化学株式会社代表取締役会長）

18:10- 18:20 【閉会の辞】

・黒川 清（特定非営利活動法人日本医療政策機構代表理事）

18:30- 19:30頃 【レセプション】 於 おり鶴 翔の間

■プログラム/ 登壇者
(敬称略、五十音順)

東京大学の「グローバルヘルス政策人材養成講座」は、文部科学省の推進する『イノベーション創出若手研究人材養成』
事業の採択を受けて実施されています。同事業では、イノベーション創出の担い手となる創造的な若手研究人材を養成
するための実践プログラムを企業等と協働で実施する大学に対し、科学技術振興調整費から資金が提供されています。


